
　　　　　2018年度　スタンドパイプ及び消火器による消火訓練計画書
　　　　　　　（小川自治会　自主防災隊　かえで支隊）

　　　　１、目　的
　　　　　　　訓練の積み重ねにより、大地震等による火災が発生した場合、的確に対応できる知識、

　　　技能を習得し、初期消火及び火災の延焼防止に資すること。

　　　　２、訓練日時
　　　　　　　２０１8年９月8日（土）　　午後１：３０～３；００

　　　　　（予備日；当日雨天の場合は９月９日（日）午後１；３０～３；００に行います）

　　　　３、訓練と集合場所
　　①消火器訓練→かえで公園
　　②スタンドパイプ訓練→　小川２丁目３１－２前路上消火栓から「かえで公園」

　　　　４、指　導
　　町田消防署　南出張所

　　　　５、訓練対象者
　　小川自治会　自主防災隊　かえで支隊隊員（１５～２０名の見込み）

　　　　６、訓練内容
　(1)三角巾訓練講習
　(2)消火器訓練
　　＊初めに消火器の取り扱い説明をいたします。
　　①４名編成で行います。

　　　　６－２、スタンドパイプ訓練
　　＊全員体験していただきます

　　　　６－２ー１、部分（単体）訓練
　　①スタンドパイプの概要説明
　　➁マンホールの開閉の仕方、

　　➂スピンドルドライバーの使い方と消火栓の水切り方法

　　➃スタンドパイプの消火栓への取り付け方と取り外し方
　　➄ホースの接続方法と切り離し方（スタンドパイプ、ホース間、筒先等）

　　　　６－２ー２、放水訓練
　　＊消火栓（スタンドパイプ）（２人）とホース筒先（２人）その中間（１人）の５名編成で
　　　行います。持ち場を順送りで体験し、一巡したら次の班と交替します。
　①準備；スタンドパイプを消火栓へ取り付け、ホース１本に筒先接続、路上に配置。
　➁合図の仕方説明（放水はじめ、放水やめ等）
　➂訓練員の配置→（消火栓（スタンドパイプ）側（２人）と筒先側（２人）、その中間
　　（１人）配置する）放水はじめ（棒状、霧状ノズル操作を含む）、放水やめを１セット
　　として順番に移動して全てのポジションを体験するよう訓練する。

　　　　７、車両通行止め表示と誘導員の配置
　　道路の両端に三角コーンを置き車両等通行誘導員を配置します。

　　　　８、服　装
　運動のできる服装、軍手、ヘルメット又は帽子、腕章（ヘルメット、腕章は用意致します
　が所持している方はご持参ください）

　　　　９、その他
　飲料水、お茶、タオル等ご持参ください。

以上
　　　　

小川自治会　自主防災隊
　　かえで支隊　代表支隊長　松成　直美

　　町田市小川２－３０－１５
　　　電話　042-795-0734
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